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防災訓練（総合訓練）結果報告の概要 

 

１．訓練の目的 

  本訓練は、「川内原子力発電所 原子力事業者防災業務計画 第３章 第６節」に基づき

実施するものである。 

今回の訓練の主たる目的は以下のとおりであり、訓練を通して、複数の原子炉が運転

中の状態で原子力災害が発生した場合でも事故対応が適切に行われているか、東京電力 

(株)福島第一原子力発電所事故を受け実施している安全対策が確実に実行できているか 

等の評価を行い、原子力災害に対する災害対応の実効性の向上を図る。 

（１）机上で想定した状況と実際の操作との違いを認識する。 

（２）防災計画、施設、設備、機器の機能、対策の準備状況、対応者の判断能力等の全 

体的な実効性を確認する。 

 

２．実施日時及び対象施設 

（１）実施日時 

平成２５年２月２２日（金）９：００～１２：００ 

（２）対象施設 

     川内原子力発電所 １、２号機 

 

３．実施体制、評価体制及び参加人数 

  （１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

  「６．防災訓練の内容」の項目ごとに訓練参加者以外の社員から評価者を選任し、

第三者の観点から手順の検証や対応の実効性等について評価し、改善点の抽出を行

う。また、訓練終了後に訓練参加者による意見交換及び気付き事項の集約を実施し、

評価及び改善点の抽出を行う。 
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（３）参加人数：２６８名 

〈内訳〉 

川内原子力発電所：  ２４０名（協力会社：６７名） 

      本店：         ２０名 

      東京支社：        ２名 

鹿児島支社：       ３名 

      熊本支社：        ２名 

      川内原子力総合事務所：  １名 

       

４．原子力災害想定の概要 

全交流電源喪失により原子炉の冷却機能が全て喪失し、原子力災害対策特別措置法（以 

下「原災法」という。）第１５条事象に至る原子力災害が発生することを想定する。詳細

は以下のとおり。 

 平日の通常勤務時間帯〔平成２５年２月２２日（金）９：０５〕に鹿児島県薩摩

半島西方沖を震源とする地震が発生。（マグニチュード９、鹿児島県薩摩川内市

最大震度７） 

 地震の影響により、定格熱出力一定運転中の１、２号機の原子炉が自動停止（地

震加速度高）。また、外部電源を喪失するが、非常用ディーゼル発電機により非

常用電源を供給。 

 鹿児島県西部地方に大津波警報が発表。 

 大津波の影響により、非常用ディーゼル発電機が停止し、全ての交流電源が喪失。 

その状態が５分間以上継続したことにより、原災法第１０条特定事象の「全交流

電源喪失」が発生。 

「全交流電源喪失」により、以下の緊急安全対策を実施。 

 

 

 

 

 

 蒸気発生器へ給水を行っていた１号機タービン動補助給水ポンプが故障により停

止し、原災法第１５条該当事象の「蒸気発生器給水機能喪失」及び「ＥＣＣＳ作

動失敗」に至る。その後、１号機の移動式大容量発電機による給電準備を開始。 

 １号機の１次冷却材温度・圧力が上昇し、加圧器安全弁が動作。１次冷却材は加

圧器逃がしタンクへ流出し、加圧器逃がしタンクのラプチャディスク破損により、

１次冷却材が格納容器内へ漏えいし、格納容器圧力が上昇する。 

 １号機 ２号機 

電源確保 高圧発電機車による給電 

水源確保 
仮設ポンプによる蒸気発生器への給水源確保 

（地震により淡水からの取水は不可。海水の取水を実施。） 



                                     別紙 

- 3 - 

 格納容器圧力がさらに上昇し最高使用圧力に到達し、原災法第１５条該当事象の

「格納容器圧力上昇」に至る。格納容器圧力が最高使用圧力を超え、放射性物質

が周辺環境に放出されるおそれが生じる。 

 １号機の移動式大容量発電機による給電を開始したことから、格納容器スプレイ

ポンプ等のＥＣＣＳ補機の起動操作を実施し、１号機格納容器圧力は低下し事象

は収束する。 

 

５．防災訓練の項目 

  総合訓練 

 

６．防災訓練の内容 

以下の項目をシナリオ非提示にて実施 

（１）通報訓練 

（２）避難誘導訓練 

（３）原子力防災要員の動員訓練 

（４）モニタリング訓練 

（５）緊急時対応訓練 

（６）緊急時操作演習 

 

７．訓練結果の概要 

（１）通報訓練 

   異常時通報連絡、原災法第１０条事象及び同法第１５条事象発生に伴う関係箇 

所への通報連絡を実施。（一部模擬） 

   社内関係箇所（本店、東京支社、鹿児島支社、熊本支社及び川内原子力総合事

務所）、社外関係機関（国及び自治体）への通報連絡として通報文の作成、Ｆ

ＡＸ送信及び通報連絡先への着信確認を実施。 

（２）避難誘導訓練 

   大津波警報発表を受け、非常災害対策本部の要員以外に対し、ページング等の

放送設備にて避難周知を行い、高台への避難を実施。 

また、原子力緊急事態宣言を受け、原子力防災要員以外の協力会社社員等につ

いて発電所外への避難周知を実施。 

（３）原子力防災要員の動員訓練 

   原子力防災要員による代替緊急時対策所への召集を実施。   

   非常災害対策本部の要員以外の原子力防災要員について、第１種緊急時体制

（原災法第１０条事象）発令を受け、代替緊急時対策所へ召集する訓練を実施。 
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（４）モニタリング訓練 

   モニタリングカー及び可搬型モニタリングポスト等による空間放射線量率の

測定を実施。  

   簡易型風向風速計にて気象状況の確認を実施。   

（５）緊急時対応訓練 

    緊急安全対策について、緊急時対策要員による訓練を実施。 

なお、訓練にあたり、本設機器へ直接影響が生じる手順は模擬操作とした。 

①高圧発電機車及び移動式大容量発電機による電源確保 

a. 高圧発電機車及び移動式大容量発電機による給電を行うためのケーブルの接

続、高圧発電機車及び移動式大容量発電機の起動操作を実施。 

②水源の確保 

a. 蒸気発生器への給水源確保として、取水ピットから防火水槽及び防火水槽か

ら復水タンクまでのホース布設を行い、水中ポンプによる防火水槽（側溝）

への送水を実施。 

b. 使用済燃料ピットへの注入準備として、防火水槽から使用済燃料ピットまで

のホース布設を実施。 

③がれき撤去訓練 

a. アクセスルートに散乱したがれきを模擬し、アクセスルート確保のため、ホ

イールローダ等による撤去を実施。 

（６）緊急時操作演習 

 地震発生から事象収束までの一連の運転操作について、運転員による模擬操

作訓練を実施。 

 中央制御室と現場、中央制御室と代替緊急時対策所の連絡・指示・報告につ

いて、訓練を実施。 

 

８．訓練の評価 

訓練において今後に向けた改善点が抽出されたものの、今回の訓練では、想定した原

子力災害に対する事故対応や、東京電力(株)福島第一原子力発電所事故を受け実施して

いる安全対策による対応を適切に行い、実効性のある訓練であったと評価する。 

  なお、個別の対応内容については以下のとおり。 

（１）非常災害対策本部（緊急時対策本部） 

 事象に応じた体制の発令及び要員の参集を適切に行えることを確認した。 

 本部は各班に対し適切に指示を行い、各班は本部に対し適切に報告･連絡を行

えることを確認した。 

 総括班は、本部の運営、情報収集・共有及び関係官庁への連絡を適切に行え

ることを確認した。また、通信設備の使用可否状況を適切に把握し、情報共

有を適切に行えることを確認した。 
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 通報訓練については、通信機器の操作に習熟するとともに、定められた経路

において確実に連絡できることを確認した。 

 運転班は、事故拡大防止に必要な措置、発電所施設の保安維持、関係箇所と

の連絡・調整を適切に行えることを確認した。 

 運転支援班は、事故拡大防止の運転措置及び保安上の技術的支援を適切に行

えることを確認した。 

 安全管理班は、発電所内外の放射線･放射性物質測定の状況把握、環境モニタ

リングの計画及びモニタリング・試料採取の指示を適切に行えることを確認

した。 

 保修班は、設備の故障原因調査、復旧計画策定を適切に行うとともに、緊急

安全対策（電源確保、水源確保）の指示を適切に行えることを確認した。 

 土木建築班は、土木建築設備の故障原因調査、復旧計画策定を適切に行える

ことを確認した。 

 広報班は、自治体への連絡を適切に行えることを確認した。 

 総務班は、本部構成員の動員状況の把握、関係機関への連絡、避難指示・避

難者の誘導を適切に行えることを確認した。 

（２）中央制御室 

 運転班長は、実施すべき処置等の指示を適切に行うとともに、運転班員は運

転班長の指示に従い適切に対応できることを確認した。 

 中央制御室から本部等の関係箇所への連絡を適切に行えることを確認した。 

 緊急安全対策（電源確保、水源確保）作業チームとの連携を適切に行えるこ

とを確認した。 

（３）緊急安全対策（電源確保、水源確保）作業 

 防護具の着用等、作業安全を考慮し作業が行われたことを確認した。 

 現場作業員の配置、対応は計画どおり適切に行い、制限時間内に作業が完了

できることを確認した。 

 運転班との連携を適切に行えることを確認した。 

 本部への連絡・報告を適切に行えることを確認した。 

（４）モニタリング 

 本部からの指示は、班員に適切に周知された。 

 測定ポイント、試料採取ポイントは、本部からの指示どおりであり、測定機

器・測定方法は適切であった。 

 本部との通信手段・通信方法は適切であり、本部への測定状況・測定結果等

の連絡は適切に行えることを確認した。 
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９．今後に向けた改善点 

訓練において抽出された今後の改善点は以下のとおり。 

 本店、玄海（非発災側発電所）との情報共有をテレビ会議にて実施した際、

発電所対策本部内の会話とＴＶ会議の会話が錯綜し、一部聞き取りにくくな

ったことから、テレビ会議の利用方法について検討する。 

 津波襲来確認後から津波到達までの所内放送等（ページング等）の頻度が少

なかったことから、津波襲来までの所内周知頻度について検討するとともに、

津波到達後は、津波第２波に備えた対応についても検討する。 

 避難誘導訓練において、事前に避難場所を指定した形で実施したが、事前に

避難場所を指定しない訓練など、訓練内容について検討する。 
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